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 鹿角支部は、鹿角市、小坂町からなり、学校数14校（小学校７校、中学校５校、高等学校１校、特

別支援学校１校）、会員は14名です。今年度から、鹿角市の花輪高等学校、十和田高等学校、小坂町

の小坂高等学校の３校が統合して鹿角高等学校が開校し、新たな歴史をスタートさせました。 

 本支部は、全県の中で最も会員数が少なく、まさに一人一役を担いながら運営を行っています。会

の構成は、研修部、統計・紀要部、研究部に分かれており、少人数での運営は困難なこともあります

が、逆に少人数ならではのよさを生かし、14人が「チーム鹿角」として、世代を超えて遠慮せずに相

談し、助け合える仲間づくりを大切に行っています。 

そのような背景もあり、昨年度、『保健室ボランティア（ほけボラ）』が発足しました。これは、

鹿角市学校協働活動ボランティアとして登録されており、退職養護教諭の先輩たちが「無理なく、で

きる範囲で、時間のあるときに」を合い言葉に、保健室業務のお手伝いをしてくださる活動で、今年

度は、健康診断や保健指導の補助に入っていただいています（詳細については５ページを御覧くださ

い）。退職養護教諭だからこそ、私たちが求めていることを的確に把握し、さらによりよい保健室経

営に向けて、時にはアドバイスをいただくことができています。退職養護教諭の高い専門性や豊かな

経験を活かした『ほけボラ』の活動は、次世代を担う若い先生方にとってはもちろん、全ての養護教

諭のメンターとして、学校保健の課題解決に取り組む私たちの力強いサポートとなっています。 

さて、今年度は、養護教諭の資質及び執務の向上を目指して、年３回の研修を計画しました。７月

に実施した１回目の研修会では、「自分らしい未来とは？性教育から考えよう」と題し、秋田大学医

学部附属病院 産婦人科 藤嶋明子先生を講師に研修を行いました。また、この研修会は、６年ぶり

に保健主事部会との合同開催となりました。共に学校保健の課題解決に向け取り組む保健主事と合同

で実施できたことは、今後の取組にも生かされることと思います。藤嶋先生からはプレコンセプショ

ンケアやＨＰＶワクチンについてのお話を聞くことができ、幼いうちから正しい知識をもつことの大

切さ、妊娠前からの健康づくりが大切であること、性別問わず、若いうちから自分自身の体をケアす

ることの重要性を学ぶことができました。また、ＨＰＶワクチンについても、接種後の後遺症等につ

いて不安に思っていたり、生徒から質問されたりしたときに、どのように伝えたらいいのか悩んでい

た会員が多くいたため、新しい知識をアップデートできた充実した研修会となりました。この学びを

子どもたちにしっかりと伝え、今後も児童生徒の発達段階を踏まえながら、性について正しく理解し、

適切な行動をとれるよう、学校教育活動全体を通して指導していきたいと思います。 

この他、11月に小学校、中学校（高校）部会に分かれての研修も行いました。この校種別研修会は、

年３回の研修会があるものの、日々の執務の中で不安に思っていることなどを他の養護教諭にじっく

り相談することのできる時間が取れないという会員の声から、校長会等たくさんの方々の御理解と御

協力をいただいて、３年前から鹿角教科授業研究会に合わせてスタートしました（詳細については２

ページを御覧ください）。 

来年度行われる県学校保健研究大会に向けて、鹿角学校保健会事務局を中心に準備を進めています。

そして、今後、県養護教諭研究会事業において合同で行うことになる大館北秋田支部さんからは、今

年度からでも協力しますという嬉しいお言葉をいただき、感謝の気持ちでいっぱいです。鹿角市、小

坂町にまだいらしたことがないという先生方、久しぶりに行ってみようかなと思っている先生方、研

修はもちろんですが、是非、十和田八幡平国立公園に囲まれた豊かな自然が息づく鹿角の地にいらし

て、豊かな歴史や伝統文化、美味しい食、温泉なども御堪能ください。全県一会員数は少ないですが、

「チーム鹿角」がおもてなしの心で、皆様をお待ちしております。 

（支部長 井上 希代子） 

 

鹿角支部だより 
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養    護              令和６年度 第76号(2) 

 

１ はじめに 

  本支部では、令和３年度より鹿角小学

校・中学校授業研究会に合わせて校種別

研修会を行っている。校種別に研修を行

うことで、児童生徒の発達段階に即した

困りごとや工夫をより具体的に共有する

ことができている。これまでのテーマは

右記の通りで、校種ごとに相談し決めて

いる。 

２ 実践内容 

 (1) 小学校部会の取組 

  ① 令和３年度 

10分間の模擬保健指導を行い、良かった点、改善点を全員 

で共有した。クイズを取り入れた導入の仕方や、視覚に訴え 

る掲示物等、より効果的な保健指導の方法を学んだ。 

② 令和４年度 

ヒヤリハット事例や、対応に悩んだ事例を紹介し合った救 

急処置や緊急時においての対応の仕方について考えた。また、 

各校の救急バッグからおすすめグッズを紹介し合った。 

③ 令和５年度 

ほけんだよりを紹介し、読み手の立場になって、わかりやすい、読みやすいほけんだよりの 

つくり方を学んだ。また、宿泊行事前の健康調査票の内容について検討した。 

(2) 中学校部会の取組 

  ① 令和３年度 

ヒヤリハットの事例検討会を行い、「初期対応」「保護者説明」

「救急搬送の基準」の課題について話し合った。また、各校の救急

バッグを回覧しながら便利グッズを紹介し、宿泊行事前の健康調査

票の内容について検討した。 

  ② 令和４年度 

小中合同や他の委員会との関わりをもった活動等、特色ある活動について紹介し、自己有用 

感や達成感を味わわせた委員会活動の充実について話し合った。 

  ③ 令和５年度 

これまで対応した健康相談の事例について紹介し合った。「先入観に囚われない」「話を遮

らない」「報告相談をする」など、健康相談活動を行う際に大切にすることを再認識した。 

３ おわりに 

 令和２年度まで鹿角地区養護教諭部会での研修会は年３回行われていたが、世代交代の流れもあ

り、全体での研修会とまではいかないが「肩肘張らずに、身近な話題をざっくばらんに話し合う機

会をもつことができないか」という声が会員からあがった。それを受け、当時の支部長の発案によ

り、全教職員が集まる教科授業研究会において、養護教諭も授業を参観させていただき、その後の

分科会の時間帯に養護教諭部会を開催させていただくことができた。日々の執務の中で不安に思っ

ていたことをありのままに出し合うことで、これまでの実践を見直したり、ブラッシュアップする

ためのヒントをもらえたりと、勇気付けられる場となっている。 

本支部は会員数が少ない分、養護教諭同士の横のつながりが大切になってくる。今後も、互いの

経験や実践を伝え学び合う時間を大切にしていきたい。 

（文責 尾去沢小学校 堀川莉奈、八幡平中学校 加藤 萌） 

 小学校テーマ 中学校テーマ 

Ｒ３ 保健指導のスキルアップ 救急処置のヒヤリハット 

Ｒ４ 救急処置のスキルアップ 
生徒保健委員会の活性化に

果たす養護教諭の役割 

Ｒ５ 
日々の執務についての 

情報交換 

養護教諭が行う健康相談活

動の充実に向けて 

 

鹿角地区校種別研修会について 

～情報を共有し、互いの経験や実践を伝え学び合う～ 

 

模擬保健指導の様子 

救急バッグを見合う 



養    護             令和６年度 第76号(3) 

１ はじめに 

  本校は鹿角小坂地区の３校が統合し、今年度開校した学校である。素直で優しい生徒たちが多い

が、環境が大きく変化したことで、上手く適応できずにストレスを抱えたり、対人トラブルや不登

校に発展したりすることが危惧された。そこで、生徒自身が新しい環境で抱えている戸惑いや心配

事などについて、相談しやすい体制をつくり、学校生活を気持ちよく送ることができるように、保

健部として取り組んでいることを紹介する。 

 

２ 実践内容 

 (1) メンタルヘルスに関する保健教育 

  ① デートＤＶ予防教育講座（７月17日） 対象：１年生 

    秋田県男女共同参画センター センター長 松坂 憲男 氏 

【感想】自分の意見を伝えることも、相手の意見を聞くことも、 

どちらも大切にしてコミュニケーションを取っていきたい。同性 

間でのリスペクトも大事にしたいと思った。 

  ② こころの健康 ＳＯＳの出し方・受け方講座（７月23日） 対象：全校生徒 

    秋田大学自殺予防総合教育センター 特任教授 宮本 翔平 氏 

    鹿角市健康福祉部すこやか子育て課の「こころの健康づくり講座」を活用し、終了後、アン

ケートを実施した。 

  ③ 保健だよりや掲示物でストレスのサインやセルフ 

ケアについて紹介    

 (2) 生徒の状況の把握（予定を含む） 

  ① 教育相談週間の実施（４月、９月、２月の年３回） 

    １、２回目は担任との面談を実施した。 

  ② ＡＳＳＥＳＳの実施（予定） 

    生徒の学校適応感を数値で測ることができる尺度 

   アンケートを実施し、個別に支援が必要な生徒を把 

握し、適切な対応を検討する。 

 (3) 職員間での情報共有 

毎月、管理職、学年主任、生徒指導主事、保健主事、特別支援コーディネーター、養護教諭で

行われている「生徒を語る会」では、保健室から見て、気になる生徒についての情報も共有して

いる。また、年３回、高等学校特別支援チームの定期訪問があり、「教育相談等委員会」が行わ

れている。話し合われた内容は記録を作成し、委員会メンバー以外の職員とも共有した。 

 

３ 成果と課題 

  相談することの大切さを知り、実際に教育相談週間で話を聞いてもらう体験をしたことで、その

後、何かあった時には抱え込まずに、相談する生徒が増えたと感じている。また、講座後、生徒自

身から「自分も相談を聞いてあげられる人になりたいと思った。」という感想も多く出され、過ご

しやすい環境のための土台づくりができたのではないかと考える。 

  課題は、発達障害の診断がある生徒や、その疑いのある生徒への対応について、不安を感じる職

員が多いため、職員向けの研修会などを今後計画していきたい。 

 

４ おわりに 

  高校生は、対人関係の問題のみならず、進路に関する悩みなど不安や焦りを感じやすい時期でも

ある。今のうちにストレスに適切に対処する力を身に付けることは、今後の健康の保持増進につな

がると考える。養護教諭として、安心して相談できる環境を整えつつ、最終的には生徒が自立して

いくことができるように、連携、協働しながら支援していきたい。 

（文責 鹿角高等学校 田中 詩織） 

こころの健康づくり講座 

 保健だよりから一部抜粋 

 

生徒が相談しやすい学校を目指して 
 

鹿角養護教諭部会県立学校 



養    護             令和６年度 第76号(4) 

１ はじめに 

小中一貫教育がスタートして12年が経ち、小坂小・中学校では、小中合同による行事や学習が実施

されてきた。保健関係の取組として、小坂町合同学校保健委員会、メディアコントロールチャレジ、

ステップ学団保健集会、教職員ＡＥＤ講習会、小中合同児童生徒委員会などを継続して実施している。

今回は令和４年度から令和６年度までの取組の中から、実践の一部を紹介したい。 

２ 実践内容 

(1) ステップ学団（小５、小６、中１）保健集会…例年７月上旬に実施  

① 令和４年度の取組 

講話「減塩＆もりもり食べよう！野菜・果物」 

     講師 大館保健所 管理栄養士２名 

    ○体験活動① １日に必要な野菜の量をお皿に取り分ける（小５）  

     担当 七滝地区食生活改善推進協議会から４名 

    ○体験活動② 味噌汁の塩分濃度の測定と食べ比べ（小６） 

     担当 小坂小・中学校 栄養教諭 

    ○体験活動③ 血圧をコントロールするためのポイントを知り、血圧測定（中１） 

     担当 小坂町保健センター 保健師２名 

② 令和５年度の取組 

講話「生活習慣病について考えてみよう」 

     講師 秋田看護福祉大学 教授 佐藤 純子 氏 

    ○演習 自分たちが普段飲んでいる清涼飲料水に含まれる砂糖の量を計算し、実際に砂糖を

測ってみる（縦割り班活動） 

  ③ 令和６年度の取組 

   講話「成長に必要な食事～骨・体づくり～」 

     講師 （株）タクト 管理栄養士 公認スポーツ栄養士 宇佐美 佳奈子 氏 

    ○演習 食材カードを使用して、カルシウムが多く含まれる食材を予想し、その食材を使用

した献立をグループで話し合い発表  

(2) メディアコントロールチャレンジ・・・例年５月、11月、２月に各５日間実施 

① 内容 早寝、早起き、メディア時間、我が家のルールについて家庭で話し合い、カードに記

入し、５日間家庭でチャレンジする。 

② 時期 １回目（５月）は、スポーツイベントチャレンジデーに合わせて実施 

２回目（11月）は、読書週間に合わせて実施 

       ３回目（２月）は、小学校の入学説明会後に実施 

③ メディア時間を減らす目的で、５月は運動、11月は読書、２月はお手伝いを推奨している。 

３ 成果と課題 

 小中一貫校ならではの取組として、ステップ学団保健集会は、小中縦割りグループの活動を取り 

入れている。体験活動を行うことで児童生徒の心に残る集会になっている。１学期末の健康診断の 

事後処置等の執務と重なることもあり大変ではあるが、講師の選定などをできるだけ早期に計画し

ていきたい。メディアコントロールチャレンジについては、平成23年度から続いている取組で、平

成24年度から保育園、高校も活動に加わっている。令和５年度末に小坂高校が閉校になり、今年度

は新たな節目を迎えての実施となった。10年目の令和２年度には、アンケート調査を実施し、取組

の必要性と方向性についてまとめている。教育委員会の協力を得ながら、今後も内容を工夫して続

けていきたい。 

４ おわりに 

小学校、中学校にそれぞれ養護教諭がおり、校舎も廊下でつながっている恵まれた環境にある。

役割を分担し協力し合いながらできることは、とても心強い。今後も保健主事、生徒指導部と連携

をしながら、小中合同の学校保健活動を推進していきたい。 

（文責 小坂小学校 中村 千秋、小坂中学校 畠山 操紀） 

 

 

Ｒ６ グループ活動の様子 

 

小中合同学校保健活動の取組について 
 

  小坂町立小坂小・中学校  



養    護             令６年度 第76号(5) 

 

１ はじめに 

昨年度、花輪小学校では、授業参観で２学級同時に歯みが

き指導を実施したいとの要望があった。養護教諭一人での指

導は難しいため、保健センターの保健師や退職養護教諭など

４名のボランティアの協力をお願いし、無事実施することが

できた。退職養護教諭の皆さんは、歯みがきの知識もスキル

も十二分にあり、当日は、カラーテスターの準備や配付、片

付け、個別指導など、かゆいところに手が届く絶妙なサポー

ト力を発揮してくださった。退職養護教諭の能力の高さを実

感した出来事である。 

 

２ 保健室ボランティアの発足 

  花輪小学校での活動がきっかけとなり、保健室業務のお手伝いをする  

保健室ボランティアグループ（代表：佐々木純子さん）が発足した。現 

在のメンバーは、鹿角市在住の退職養護教諭の３名で、通称は「ほけボ 

ラ」である。令和５年12月鹿角市学校協働活動ボランティアとして登録 

したことで、各学校に広く周知され、活動しやすいシステムになった。 

「無理なく、できる範囲で、時間のあるときに」がボランティアの基本 

である。高い専門性と豊かな経験を活かしたこの活動は、養護教諭の働 

き方や世代交代の課題解決の一助となるだけでなく、日々、孤軍奮闘す 

る養護教諭のメンタルヘルスにも好影響を与えると期待している。 

  

３ 活用状況 

  今年度は、鹿角市の小学校から、３年生の歯みがき指導

（２回）、内科健康診断（３回）、耳鼻咽喉科健康診断（１

回）の補助の要請があった。 

 健康診断の補助を依頼した養護教諭は「健康診断時の児童

の繰り出しをお願いした。タイミングが絶妙で、かつてない

ほど静かで児童のプライバシーが守られ、安心して健康診断

ができた。」と感想を述べていた。それは、誰でもできるわ

けではなく、養護教諭としての経験があったからこそできる

サポートといえる。 

 

４ おわりに 

「保健室ボランティアの前の晩、ドキドキして眠れなかっ

た。」７年ぶりに訪れたかつての勤務校、そして子どもたちを

前に、目がキラキラと輝いていたＡさん。保健室ボランティア

は、より専門性の高いボランティア活動として、定年後のやり

がい・生きがいにつながる可能性を秘めている。ぜひ、定年後

のセカンドライフプランニングの選択肢として加えるととも

に、退職された先輩養護教諭との交流をもってみてはいかがだ

ろうか。 

養護教諭の複数配置は厳しい現状だが、保健室ボランティア

が広がれば、一人職の養護教諭に心のエネルギーも届けてくれ

るに違いない。 

    （文責 花輪小学校 根本 治美） 

 

保健室ボランティア 

にお願いしたいこと 

(例) 

・健康診断の補助 

・保健指導の補助 

・保健室の環境整備 

・新人養護教諭の 

サポート 

         等 

 

個別指導も手厚くできる 

耳鼻咽喉科健康診断でのサポート 

 

退職養護教諭による保健室ボランティアの紹介 

～養護教諭の心強い味方～ 
 

カラーテスターでのサポート 



顧 問  佐 藤 素 子  秋大附属小学校 

会 長  渡 部 有紀子  金足農業高等学校 

副会長  工 藤 結 子  秋田工業高等学校 

副会長  髙 橋 雅 子  大住小学校 

・幹事 

会 計  幸野谷 ひろみ  秋大附属幼稚園 

理事長  黒 木 仁 美  矢島高等学校 

理 事  佐々木 奈緒子  本荘高等学校(定時制) 

理 事  佐々木 あゆみ  ゆり支援学校 

理 事  杉 山 詩 乃  秋田南高等学校中等部 

監 事  佐々木 美穗子  北陽小学校 

監 事  真 壁 美和子  男鹿東小学校  

祝 受 賞 
◇秋田県学校保健功労者表彰 

養    護            令和６年度 第76号(6) 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

鹿角 

大館北秋田 

能代山本 

男鹿潟上南秋 

秋田 

本荘由利 

大曲仙北 

横手 

湯沢・雄勝 
 

井 上  希代子 

小 林 美恵子 

藤 原 久美子 

加 藤 真理子 

山 田 由美子 

佐々木 千 春 

宮 野 祐 子 

宮 本 智 子 

山 中 奈緒子 
 

十和田小学校 

第一中学校 

能代第二中学校 

五城目小学校 

山王中学校 

本荘北中学校 

角館小学校 

横手明峰中学校 

湯沢北中学校 

 
 

 

代表 

世話人 

鹿角大館北秋田 

能代山本 

男鹿潟上南秋 

秋田 

本荘由利 

大曲仙北 

横手 

湯沢・雄勝 

工 藤 結 子 

佐々木 奈緒子 

小 林  瑠 生 

小 林   遥 

佐 藤 美沙都 

加 藤 奈 穂 

佐々木 弘 子 

齊 籐 芽 衣 

遠 藤 留美子 

大 高 彩都子 

秋田工業高等学校 

本荘高等学校(定時制) 

大館鳳鳴高等学校 

能代松陽高等学校 

男鹿工業高等学校 

秋田商業高等学校 

由利高等学校 

大曲農業高等学校 

横手清陵学院高等学校 

湯沢高等学校 

 

 

 
 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
令和６年７月の大雨で被災された皆様に心よりお見舞い申しあげ

ます。今年度の会報「養護」は、鹿角支部が担当しました。この度

の編集を通して感じたことは「つながる」大切さです。現役を離れ

てもサポートしてくださる先輩方が、世代を超えて身近に語り合え

る土壌を築いてくださいました。その温かい関係性があるからこそ

幼保・小・中・高の連携を大切にすることが当たり前となり、互い

につながり合って日々前進できています。子どもたちの成長に、絶

え間なく、そして重なり合うように養護教諭の温かい眼差しが注が

れています。御多用中にも関わらず、執筆及び編集に御協力いただ

いた皆様に心より感謝申しあげます。     （佐藤 香奈子）                                        

 

役   員 

評議員（支部長） 

令和６年度 新規採用養護教諭紹介 今年度８名が仲間入りしました 

高等学校連絡会代表者 

編 集 後 記 

※御写真 前列左側より 

関 谷 啓 子 先生（県立秋田中央高等学校） 

佐 藤 聡 子 先生（大仙市立南外小学校） 

渡 邉 文 子 先生（秋田市立河辺中学校） 

中 村 千 秋 先生（小坂町立小坂小学校） 

佐々木 多紀子 先生（大仙市立協和小学校） 

 

 

 

東海林 涼 子  由利本荘市立岩谷小学校 

佐 藤 周 子  大仙市立四ツ屋小学校 

大 沼 志 帆  横手市立醍醐小学校 

塚 本 琴 美  大館市立下川沿中学校 

和 田 静 香  県立西目高等学校 

泉 谷   優  県立湯沢翔北高等学校 

荒 木 保 香  県立ゆり支援学校 

八 木 美 祐  県立大曲支援学校 

 

皆様のますますの御活躍を祈念申しあげます 

新規採用者研修にて 

 

 
 

 

 


